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10代の割合は、約 1.3％前後で推移している。2016年の 10代の第一子出生数は 9,760人（人口動態
水準）であり、全出生数の 2.1％と少ない。しかし、「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等に
ついて」の厚生労働省の最新の報告（2018）では、虐待死事例の実母の抱える問題として、心中以外
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は、親になるまでのおよそ 10 ヶ月間と親になってからの数年間をそれまでの夫婦 2 人だけの生活か
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Ⅱ．研究方法 
１．予備研究 















－ 187 － 
表１  研究協力者一覧 
 
（２）研究手続き 























A 20代 10代後半 20代 有り 大学中途退学 
専門学校在学 
有り パート 
B 20代 10代後半 10代 無し 専門学校卒業 有り 正規職員 
C 20代 高校生年代 20代 有り 高等学校中途退
学 
有り パート 
D 20代 10代後半 20代 有り 高等学校卒業 有り 契約社員 
E 10代 高校生年代 10代 有り 高等学校（通信
制）卒業 
有り パート 
F 20代 高校生年代 10代 有り 高等学校中途退
学 
無し 正規職員 
G 20代 高校生年代 10代 無し 大学（通信制）
卒業 
有り パート 
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（４）分析方法 












M-GTA による分析を行った結果、43 の概念と 14 のカテゴリーが生成された。それらをまとめ文章
化し、ストーリーラインを記載した。また、概念とカテゴリーとの関係を図化し、カテゴリーマップ
としてまとめた。以下に生成されたカテゴリー、概念、ストーリーライン、カテゴリーマップを示す。 








① 〈妊娠がわかる〉 ⑧〈身内のいたわり〉 
② 〈不安定な立場〉 ⑨〈子どもを産む〉  
③ 〈妊娠を実感していく〉 ⑩〈子ども中心の生活〉 
④ 〈子どもを産むことを決める〉 ⑪〈出産後の自身と周囲の変化〉  
⑤ 〈子どもを産むための環境調整〉 ⑫〈公的サポート〉 
⑥ 〈胎児のいる生活〉 ⑬〈負い目〉 
⑦ 〈マジョリティからの離脱〉 ⑭〈母親としての自分の在り様を肯定する〉 
創価大学大学院紀要・第 41集・2020年 2月 
－ 190 － 
表３ 概念一覧 
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 35.[子どもの成長] 子どもの成長に対する喜び 
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２）ストーリーライン 
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⑦ 〈マジョリティからの離脱〉 
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